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ナイジエリアのココアベルト形成過程
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IV つコア栽培差是肢の生成

iとめにかえて

はじめに

ナイジエリアは，ガーナに次いで世界第2f立のココア

生産・輸出国である。生産量，輸出量とも位一界全体の15

%以上を占めている（第1表，第2'3受〕。ココアと言え

ばすぐにガーナが想起されるのに比べ，ナイジエリアの

印象が薄いのは．単にガーナが生産量，輸出量訟でi社界第

1位であるからだけではない。ガーナの場台，経済全体

がココアの輸出なしでは考えられない．いわゆる輸出に

おけるココア・モノカルチャーを形成している（巻末の

1969年出版の111111論文を参照のこと。以下引用文総；の表

記は，筆者名， IH版年，引用ページのみとする〕のに対

し，ナイジエリアでは，輸出に占めるココアの比率が相

対的にも絶対的にもガーナに比べ低く，ココア・よそノカ

ルチャーを形成しているとは言えないからである。

しかしながら，ナイジエリアでは1940年代後半以降か

ら19両（）年代前半まで，輸出総額に占めるココア輸出の割

合はほぼ20%告と維持してきた。ガー十の50～60%台には

は島
しゅう へい

田 周平

及げないもののナイジエリア経済においてもココアが果

たしてきた役割は小さかったとは言えない（第3表〕。コ

コア生廷は，ココア栽培農民に対して数少ない現金稼得

の機会を与えたのみならず，輸出関税（注1）や生産物販売

税（ProduceSales 1、ax）（注2）の徴税，マーケッティング

ボードにおける莫大な資金の蓄積（注3）とその運用とを通

じて，ナイジエリアの経済発漢にとって非常に重要な役

割jを果たしてきたからである。特iこナイジエリアのココ

ア生産の95%以上をおめる頭部ナイジエリアチMlこ限って

言えば，ココア生産の重要性は非常に大きL、といわねば

ならない。

小論では，パーム製品，手事花生，棉花等と並んで， 19

60年代まで十イジエリアの輸出部門を支えてきたこのコ

コアを取りあげ，その導入・普及過程を主として生産地

域の拡大とココア栽培農民の生成という側面ーからあとづ

けてみたい。ガーナのココア生産の研究の場合と伺じく

（注4），ナイジエリアの場合も，経済学，および経済学史

］ニの主たる問題関心事；土，ココア栽培農民の性格規定

や，農民をしてココア生産に乗りtUさしめた主たる誘因

の分析におかれている（It5）。筆者の問題関心もこのよう

な点と無関係ではありえない。しかし小論では，ココア

栽核地域の拡大過程の分析に主たるカ点を登き，ココア

幾Eその性格規定やココア生産の誘引の分析については思I]

の機会に論じることにしたい。

書籍 1，袋世界のつコア s:i..!J. Ji: .I量 （単位： 1,000メートノレトン）
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（出所） United Nation. Dept. of Economic & Social Affairs, Statistical Y earhook, l.'!14, New York, 197 4, 

p. 105. 

0主） 1）輸出用のri1二げ議。 2）曾定数＇.j－＇.ま fニiit針“十it白。
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第2表 ココア豆の輸出盈

（単位： 1,000メ一ト Jレトン）

T1! 

ガ一ナI 309: 361! 3141 4121 3741 310 1 〉
ナイジヱリ γl 174! 196 272! 228! 214i 197 

（対世界 I i l : , ) I 全体比）%1(17.。）I <11.川22.判（18.3¥(19.判（16.7) 
コ日ヮ－）レ！叫凶j 凶i 1時 1391 205 
カメノレーン1 7 41 72! 80i 82 841 92 
ブラジノレ1 1201 120; 1191 102 8剖 130 
世界全体Ii，回o:1, 13lj l, 1叫1,243,1,10可1,178
（出所） Food and Agriculture Organization of the 

Unit沼dNations, Trade Yιu・b唖唖k,1974 Vol. 28, 
Rome, 1975, p. 244. 

（注〕 1) FAO推計。

第H長 ナイジエリアのココア事会出額と
総輸出額に占めるその割合

｜ココ山口｜ lココア翰｜総輸出額出額 に占める｜｜ 出額 に占める

(1,000）割合 11 /1川 0）割合
ポンド／ (%) II I ＼ポンド， （%） 

192s I 2,421 I 14.3 I/ 1961 I 3::i,100 i 19.4 
1担9I 2,306 I 13.1 ii 1962 I 33,300 I 19.s 
1930 I 1, 756 I 11姐9 I: 1963 I 32,400 I 17 .1 
1931 I 1,093 I 12.8 !: 1964 I 40,100 I 18.7 
1932 I 1,461 I 15.7 11 1965 I 42,700 I 15.9 
1933 I 1,144 I 13.4 Ii I I I I II 1966 I 2泡，300 I 10.0 1934 I 1,290 I 14.8 11 I I I I 11 1967 I 54,700 I 22.6 
1946 I 3,779 I 15. 9 I! 1968 I 51,700 I 11.2 
1950 I 18,984 I 21.5 I! 1969 I 52,600 I 7.6 
1955 I 26,187 I 20.2 Ii 1970 I 66,500 I 15.0 
1960 I 36,112 I 22.2 111911 I 12,400 I 11.2 
（出所） Ekundare, R. 0., An Econom1・cHistory 
。fNigeria: 1860-1960, London, Methuen, 
1973, p. 205, 333. 

小論では， Iでナイジエリアへのココア伝播について

簡単にふれ， Eで現在のココア栽培地域の範囲とその拡

大過程を7 クロにとらえて図示したうえで， III,IVにお

いてココア栽培農民の生成過程について若ニ子の考察を行

なう。このうち国ではココア栽培のごく初期，いわばコ

コア栽培の揺鑑期にみられたココア栽培農民の生成時期

の地域的差異について考察し， Wではココア栽培が本格

的に展開される1910年代後半以降のココア栽培農民の形

成過程について考察する。

ナイジzリアのココアベルトの形成過程についてはい

まだ不明の点も多く，今後の研究に期するところが多

い。したがって小論も随所で概説的段階にとどまざるを

得なかった。しかし，ナイジzリアのココア栽培が，熱

帯地域の一部にみられるゴムやコーヒーなどのプランテ

ラ6

ーション農業と！司じものと一部で考えられている｛注6）現

状を考えると，小論のような概説的な紹介も必要である

と考える。

Ci宝1) 1951年にココアの輸出税率が大幅に引き上

げられその後は政府議入の重要な対源となった。

｜ココア輸出税収入｜政府の歳入 ICA)/(B）ココア1トγ
年 I (A) ! (B) I XlOOあたりの輸出
I <J,000.fγド） :(1.伽00＂＇γド）i (%) 説くポンド｝

1934～38 I 521 I 29,446 1 1.8 I 1.17 
1939～43 I 683 I 36,206 I 1.9 I 1.50 
1944～48 I 1.164 I 68,794 I 1目7 I 2.58 
1949～52 I 12,288 I 137,697 I 8.9 I 27.95 

（出所〉 Galletti, R. et al句 NigerianCo四aFam叫rs;an 
Economic Survey of Yoruba Cocoa Farming Families. 
London, Oxford Uuiv. Press, 1956, p. 11. 

（注2〕 生産物販売税は社会的サービスの鉱充に必

要な財源を矯やすため，西部ナイジエリアと北部ナイ

ジヱリアで1953年に，東部ナイジエリアでは1954年に

制定された。この税の課税対象農産物は地域によって

異なり， t当部ナイジヱリアではココアとパームオイル

が，北部では落花生，棉花，ベニンード（beni回吋），

大豆，ココア，パームオイルが，そして東部では販売さ

れる農産物すへてがこれに含まれていた。この税によ

って農業生産者の取得分は一層切りつめられるこ夫に

なった（Ekundare 1973, p. 235）。

（注3) マーケヅティングボードの当初の目的は，

農産物価格の季節的変動幅の縮小，農民の所得安定の

保証，生産者の生活改善のための基金の設立等におか

れていた。 Lかし実際は， E堂氏からの買上げ循絡を世

界市場価格の 5分の2から 5分の3に抑えることによ

って莫大な資金の蓄積が行なわれ，生産者の保護とい

う性格は符後に押しやられていった。 1955年にマーケ

ッティングボードで蓄積されていた資金の署員は，その

年の6.5カ月分の輸入購買力i::l7f敵するものであった

(QlatunbQsun 1975, pp. 51-55; Helleiner 1966, p. 32）。

（注4) ガーナのココア農民の研究はナイジエリア

のそれよりも進んでいる（Hill 1963）。日本における

研究状況もまったく同じである（山田 1969，細見

19槌， 1969', 1969円。

（注5〕 3章以下でよく引用する Berry(1975）の研

究によってナイジエリアのココア農民研究は大きく前

進した。このBeπyの研究U：，ナイジエリアのコつア

農民の生成過程jjよびその性格規定に焦点、を合わせた

ものである。このようなココア農民の生成発展に関す

る歴史的分析の他にナイジエリアでは， ココア農民

の経済的行動パターンを分析したものも少なくない

(QlatunbQsun 1974; Oni 1973; Olayemi 1974; Oni 



Ⅰ　ココアの伝播と輸出増加
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& Olayemi 197 4）。この後者の研究によっても間接的

になぜココア栽培が拡大してきたのかがわかる。

（注6〕 中学や高校の地理の教科書では，ナイジエ

リアのココア栽培がプランテーション農業のところで

取り扱われている。この点、は再考を要するのではなか

ろうか。づイジヱリアのココア生産は小農によって担

われているいわゆる小農輸出経営というべきものであ

る。プランテーション農業のー形態として，小農が輸

出農産物を生産しているものの，｛乍付規制jの権利や流

通組織は盟ーロソパ人や現地の企業家的農民や一部の

商人が梶，》ているとい〉たものがあるが，ナイジ zリ

アのココ 7JU；＇；の場合は，これもあてはまらない e 小

農が付近のプランテーション農業の栽培方法を模放し

つつプランテ ション生産物を拡大していったとする

マラヤの例（波辺 1976〕どもナイシヱリアの場合は

ちがう。

植民地宗主国の、＇'i初の意図は礁かに，アメリカ大陸

で成功を修めたヅランチーンヨン農業を 7フリカでも

行な弓ことであ，jこ。しか L数少ないそのような試み

も失敗L，それとは反対にアフ）カ人小農による栽箭

が急速に拡大することによ，て，間アフリカ特－れとも

言える小農輸出経済が形成されたのである（Hopkin吋

1973, p. 137, pp. 212-214）。この点、ではナイジヱり γ

のココア生産はプランテ一戸ヨン政策がまったく成功

しなか.., た例であるといえる。

I ココアの伝播と輸出増加

ココアの種子を最初にナイジエリアに持ち込み，育成

に成功した人物およびその時期については，いくつかの

異なった見解がある。たとえば，ベネゴ（SquissBenego) 

（泌1)という首長が，， 1874年に，ヴェルナンド・ポ

(Fernando Po）島から東部ナイジエリアへ持ち込んだ

のが最初だという説や，同じくナイジエリア人の首長へ

ンショー（DavidHenshaw）という人が， 1880年にやは

りフェルナンド・ポーからココアの種子を持ち込んだの

が最初だとu、う説などである（Ekundare1973, p. 81）。

この他にも西部ナイジエリアのヨ Iレパ地方（Yoruba

Land）で，ナイジエリア人ではなく，幾人かのヨーロヴ

パ人宣教師が， 1880年以前にすでにココアを栽培してい

たといった記録もある。たとえば，デーヴイス σ.P.L.

Davis）という人は1880年以前にイジャン（Ijaめという所

で，コーヒーとココアを植えていたという（注2）。

このようにナイジエリアへのココアの導入時期，ルー

研究ノートー『占........... 

トに高層しでは諸説あり，ここである一つの例を持ち出し

それをナイジエリアへのココア導入の先駆と断定するこ

とはでききなャ。ここで可能なことは，おおよその一致

点をみつけておくことぐらいであろう。それは，ココア

の種子がフェルナンド・ポー島から， 1880年以前に初め

てナイジエリアに持ち込まれたという点である。小論で

は暫定的に1870年代をナイジエリアにおけるココア栽培

の開始時期と考えておきたい。

ココアがナイヅェPアから初めて輸出されたのは，コ

コアの伝播から還れること10年前後の1886年である。こ

のときにはおcwt(=1.25トン）のココアがラゴス港か

ら輸出された。そして， 1888年以降は，ヱブテ・メタ

(Ebute Meta，ラゴスの近郊〉にあった政府の農事試験

場からココアの種子や苗木が配布されるに妄り，栽培量

輸出量とも急速に伸びた（注3）。 1896年には南部ナイジヱ

リアから70トンのココアが輸出され， 18宮7年には，ラゴ

ス・ニジエール海岸保護領（Lagosand Niger Co酪 t

Pr百tectora飽）だけから54トンのココアが輸出（Ekundar官

1973, pp. 81--8わされた。この時点まではナイジエリア

はココア輸出量でガーナを上廻っていたのである。もっ

ともその後は，ガーナのココア生産漕加率の方がナイジ

エリアのそれを上廻り，輸出量でもガーナが上廻ること

になる（後掲第6図〉。ナイジエリアとガーナにおける

近年のココア生産量の推移はすでに，第 l表に示しであ

る。また，ココアの輪出額と，それが輸出総額に占める

割合については第3表に示したとおりである。第2次大

戦後1960年代前半までココア輸出額はナイジエリアの輸

出総額のほぼ20%を維持していることがわかる。原油輸

出が1965年に項目別検出高の首位を占め，その後も急速

に増加して70年代に入り総輸出額の刊～80%を越えるに

いたっているが，少なくともこの1965年以前は，ココア

は十イジエリアの主要輸出品目であったのである。

（注 1) Squiss Ibanigo (BamegoあるいはBanego)

レ呼ばれることもある（Hogendorn1975, p. 323）。

Ci'"t2) ナイジエリアで最も早くっつア織が作ムれ

たのは，東部ナイジヱリアのBonny付近においてであ

f：と考えられている。 Lかしこの地域はその後 2 コ

ア生産地とはむムなか－・ t: (Berry .1975, p. 37 foot 

note）。

（注3) この時はまだヨーロヅバの翻社，たとえば

African Associationや theOil Rivers Companyそ

れにRoyalNiger Companyが自らのプランテーショ

ンをもっており，この時に輸出されたココアはこれら

ラア



Ⅱ　ココア栽培地域の拡大
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のプランテーションから輸出されたと豆、われる（Mc-

Phee 1971, p. 44）。しかしこれらのブヲン千ーン三

ン経タ＇！ i失敗に帰L，その後新Lいゾヲンテ－ '/ 3 ン

を作る意欲も失われた。ニれと迎にナイジヱリア人に

よるココア栽培は急速に伸び，この1890年伐の後半に

は刊：戸主泣にJH、て完全にプランテーション設業r.:j[lい
抜いそいたものと考えられるの

II ココア栽培地域の拡大

l 現在のココア栽培地域

西部ナイジエリア（その行政区分地凶を参考までに第

l図に示寸〕におけるココア栽培e地域の拡大過程をみる

がIに，現在のコ刀アベルトの範間を明らかにしておきた

い。第2図に示したのは幾つかの文献に記されていたコ

コアベルトの範闘を示す境界線である。これらはし、ずれ

も1950年代に行なわれた調査をもとにして副かれてい

るが，後述するようにココア栽培地域の地域的拡大；土19

50年代末でほぼ終了L，ココアベルトの形戒もこの時ま

でに完了してし、るので，これらの境界線は，現売のココ

アベルトの範囲とほぼ等しいと考えてよい。むしろ問題

は，これらの境界線が調査方法，地域［天分法のii，、によ

って大きな違いをみせている点にある。

各地域灰分法の特色につし、て述べれば， 1951 /50年ザ

ンプルセンサス紡糸による地域区分は，行政との境界線

を利用しているのブキャナン（Buchannan）の地域沢分

は，現地で行なわれたトラパース調査にもとづく土壊，

描生データーに依拠してし、るのガレ、ソチィら（Galletti,

Dina & Baldwin）の地域医分は， ココア調一査（theCocoa 

Survey）結果に全間的に依拠しているといった違L、があ

る。なお1958-59＇持'.I;）サンブ勺レモンー砕スによる地域灰分

法は明示されていない（Coppock 1964, pp. 74-75）コ

このようにココアベルトの境界線が等しく呉な什てい

ては，ココア栽培地域の拡大過程を議論することは’でき

ない。そこで小論では，鋭宜的手段と Lでココアベ fレト

の範闘をrt；くとり，上記のし、ずれかの地域［又分の"Pでコ

コアベノレトに含まれる地域をすべてココアベルトと考え

ることに十る。小論におU、て必婆なことは，等重量地主主と

してのココアベルトの境界を確定することではなく，ゴ

コア栽格地域の拡大i劫1症を把捉することである。したが
ってここではどのような地域灰分法によってもココア d、

yレトとは認められなかった地域を除外できれば釘的は十

分巣たしうることになる。ヤくつかの地域i三分法におし、

てはココアベノレトの外に位鐙づけられてし、るlfuJ~ ぞも，

ラ8

少なくとも一つ以上の地域区分法においてココアベルト

と考えられている地域は，その普及度合は別としてココ

ア栽培は行なわれてU、ると考えるのが妥当である。した

第1図 F可部ナイジエリアの行政地域区分
(1976年2汀改定以前の区分〕
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( H¥ Eli〕 Coppock,J. T.，“Agricultural Geography 
in Nigeria，＇’ Nigerian Geographical Journal, 

Vol. 7, No. 2 (1964), p. 74. 
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（第5表）。したがって第5表の値を累積したものが第4

表の値になっている。

まず第4留をみると，ココア栽培はイパダン，アベオク

タ両県とオヨ県のイフェ・イレシャ郡で最初に拡大し（19

15年以前），次いでイジェブ，コ口ニー県iこ拡大し（1920
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第4表

がってこのような地域はココア栽培の拡大過程をみる場

合には考慮に入れるべきであると考えた。これが上記の

問つのココアベルトのU、わば集合和としての範屈を小論

ではココアベルトと考えることにしたま理由である。

これらの四つのココアベルトの集合和の範医を行政区

域で示せば第3凶に示した斜線の部分となる。つまりイ

パダ、ン（Ibadan），アベオークタ（Abeokuta），イジェブ

(Ijebu），コロニー（Colony）の各県（Province）全域と，

オヨ（Oyo）県のイフェ・イレシャ郡（Ife-IleshaDivision), 

およびオンド県（Ondo）の中からオキティプポ郡（Okiti-

pupo Division）を除いた残りの地域とである（注l）。次

節で行なうココアベルトの形成過程のマクロ分析では，

この範囲を分析対象地域とする。

2. ココア栽培地竣の拡大過程

前節においてその地域的範箇を明らかにしたココアベ

ルトが，歴史的にどのように形成されてきたかを図示し

たのが第4図である。この図に示されている数値は，

（各年の新規ココア作f.H也市積）／（総百11積〉×10,000の累

積値である（第4表〕n つまり各地域において面積1万

平方マイルあたり何平方マイルのココア畑があるかを示

している。また第5図は，各5年間ごとにどれほどのココ

ア畑が新規に作られたかを示してし、るc この凶に示され

ている数値は，議4闘のものと電車しく（ココア新規作付

地而積〔5カ年間］）／（総面積〕×10,000によって求めた

行政地域医分点、：、みf：ココアベルト
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籍4図 ココア栽培地面積の拡大一一l万平方マイルあたりのココア作付け面積（平方マイ Jレ）一一
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（出所〕 第4表より作成。

年代まで〕，最後にオンド地方に拡大した（1925年以降〉

ことがわかる。第5図をみてもココアの栽培地域が東部

に拡大してきたことが読みとれる。さらに詳しくみる

と，イパダン県とオヨ県のイフェ・イレシャ郡において

新規作付け地面積が最大であった年代は1926-30年であ

るのに対し，オンド地方ではそれは凶36～40年であり，10

f干の差があることがわかる。 1926～30年を境にして，コ

ニ1ア畑の拡大スピードがココアベルト西部（イパゲン，

アベオクタ両県〕においてよりもココアベルト東部（オ

60 

ンn也nlにおいての方が大きくなってきたということ
である。総面積に占めるココア畑の面積比率で，オンド

地方がイパダン県を追い抜くのは，この1926～30年に遅

れること約15年の1945年である。この1945年以降は，総

面積に占めるココア畑の面積比率においても，新規作

付け地l的j績比率においてもオン 1：地方はイパダン県を上

廻ることになる。ただし，この1945年以降設も顕著なこ

とはココアベルト全体にわたってココアの新規作付けが

減少にむかうという事であるの
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ココアの新鋭i作付地面積の術移一一一一 l7:J千万マイノレあたりのココア新規i乍対面積

(5年間ごと〕

第5図
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ココアの生産は，苗［木を植え付けてから羊くとも 7年

後になる。そして生産量が最高に達するのは10～12年後

である。したがっていま述べた各期の新規作付け面積の

変動は， 10年前後のちのココア生産量の増大に影響を及

ぼすことになる。もちろん，ココアの生産量はその年のコ

コア買上げ価格によっても影響を受けることが考えられ

るので，ココアの拶伏見作付け面積の増加率を10年前後の

第6図 ナイジエリアとカーナのココア輸出量

推移とナイジエリアにおけるココア訂

正げ価格変動
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r: 尖勢＇ii
i：←一(1947/48=100 

戸，J: 
ガナの，，白山民
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（出所〕 カーナのココア輸出量： La Anyane, S,, 

Chα：na Agγicult削 ・e:Its Economic Develop-

ment fγom Early Times to the :¥fiddle of the 
Twentieth C.‘－cntury, London, Oxford Univ, 

Press, 196:1, pp. 204, 206-207より作Jt,i;。

ナイシヱリアのココア輸出量目 Helleiner, G. 

E弘、 Peasant Agricultuγe, Gover刊行問nt,and 
Economic Gγowth in Nigeria, Homewood, 
Richard D. Irwin, 1966，統汁付録 IV←A-8より

作成。
コア：kt}iiHi的信数． Berry, S. S., Coιoa, 

Custum酎，dSocio economic Change in Rural 
iVestern Nigeria, Oxford, Clarendon Press, 

1975, pp. 223-224. 

62 

ちのココア生産量増加率にそのままスライ Fさせて考え

ることはできない。しかし一般にココアベルトでも特に

主要生産地（イパダンやオンド地方〉ほど，ある年のコ

コア生産量とつコア価格との間の和関関係は少ないこと

が明らかにされている（Oni 1973）。 また逆に，当該年

のココア買上げ価格がその年のココア新規作付け率に対

しどれほどの影響力をもっているかという点に関しで

も，ココアベルトの核心地域ほどその影響力が弱いこ

とがこれまでの調査から明らかにされている（Oni& 

Olayemi 197 4)cつまり，ある年代のココア生産量の伸

び率は，それを糊ること10年前後のココアの新規作付け

面積増加率によって影響を受けるのに対し，その年代の

ココアの買上げ価格や過去の買上げ価格の変動話料こよっ

てはあまり影響を受けないということである。

この点をココア輸出量の推移を表わした第6図のグラ

フと，ココアの新規作付け地面積の推移を表わした第5

表および第5図との比較によって調べてみよう。 1930年・

代の急速な輸出増大は， 1906～1930年までの聞の急速な

作付け面積の拡大の成果と考えられよう。さらに1940年

代徒半から50年代前半にかけて実現された急速な輸出増

大は， 1930年代から40年代前半までの聞に進展したココ

ア絞橋地域の東方への拡大に対応している。ところで19

40年代前半のココア輪出減少は，い）ココア価絡の下落に

伴う生産減少と，（ロ）広範な地域にわたり，種々の病害

(black pods, copsids, swollen shoot病など）が発生し

たことによる（泣 2）。 この 1940年代前半の一時期を除け

ば，ナイジエリアのココア生産の増大過程は，ココア作

付地面積の拡大＝栽培地域の拡大過程と一定の守イムラ

ゲをおきながムもほぼ平行して進lttしたものと言えそう

である。

（行： 1) ！昨年の 2}jには政区域右。変更されるまでの

だ部州（＼VesternState) f~－五つの然（Province）わら成

1 ていた。各県は2～4の郡（Division）から成ってい

'' 0 本散さ＿ljj,,、てい乙 jj 正文区分：1:以定以前のものであ

るc今度の改定でかつての問羽：！！ILt Oyo, Ogun, 

Lagos, Ondoの四つの州に分けられた。

Cttz) 二の病気の被帯状況調子fか， 1944，トが （，19 

47年に主に〈浅府によって行なわれた。調丘：＇ n 7二コ
コア畑tai積は， 46万1807エーカーにも及んだ。この結

果にもと勺L、て，総数21万7040本の木が切り倒され

' 0 これは 2 コア煩f(Jj績にして 540エーカ…：：HJ＇りす

るとしイJtLてし、る（Ekundare 1973, p, 282）。
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ここで言う初期のココア導入時期とは，ナイジエリア

人によるココア栽培が始まった1890年代から， イパダン

地方でココア栽培が本絡がjに展開されるよろになる以前

の1910年代前半までの時期を考えてヤる合つまりイパ夕、

ンとオヨ地方でようやくココア栽熔が持及しはじめたの

に対し，オンド地方ではまだほとんど普及していな＼ ・fl寺

期である（第4，第5闘参照〕。いわばナイジニリアに

おけるココア栽培の揺鑑期である。この主主では，この揺

監期にみられたココア導入の地域的差異が，どのような

原因で生じてきたのであろうかという点に関して託子の

考察を行なう。

ペリーによれば（Berrγ1975），ごく初期のココア栽務

農民は，1870年代～80年代の不況期〈この時期に，ナイシ

エリアの主要な輸出農産物であったハーム製品の秩界市

場価格が急落した）に手ひどい打撃を受けたヲゴスの荷

人たちであったという。彼らはラゴスの周辺でココア殺

踏を始めた。そしてこの後にココア栽嬬が急速に拡大し

たのがイパダンとアベオクゲ地方であったという。そし

てペリーはさらに，イノ〈グン地方でココア栽培ーが早くi!!1

JR L，オンド地方でそれが遅かった最大の涼！え1；主， 1893

年のヨルパヲンド（YorubaI ,and)'/t 1）における16年戦争

(112）の終震に大いに関係があると述べている。被によれ

ば，この終戦時に職業戦士を抱えていたイパゲンやイ L

シャでは多数の若者戦jーが織を：：たい，新しL、生活ぷ盤を

求めていたのに比べ，イパダンの交戦相手であったエキ

ティパラボ市（Ekitiparapo）を構成していたオンド地っちA

北部のエキティ（Ekiti）やイジェシャ（ljeshε）の非職業戦

士（農閑期である乾季だけ軍役につく）は，戦争終結後

手子易に農村に丙吸収された。またエキチ iパヲポ支持の

態srをとりながらも実際には弱付与な軍隊しか保有せず，
イパダンと直接対峠することのなかったオ／！ごとイソ J

では‘ 16年戦争の期間中也交易の自由を手受していたば

かりか、干！P1乙の訪れとともに交易上きわめて有利な立場

を与えられ，新しい収入の手段を探し求める失業脅を生

むことはな力、 d '/::oこオl,；ウ2イパダンとイレシャーさココγ

栽培が早く進股L，オンドでそれが逆か〆〉た別件1の一つ

だというのである。

ペリーの説は紡I，ふこ1:Jγの道事入時刻！？こみられる地J1主

的~＇~を，各地域における経済的誘閃の強さの違いに求

めたものであるといえる。この経済的誘悶の強さの迷い

告と生むi直接のきっかけとなったのがヨルパ戦争の終駕て、
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あ9，これによって，一地方では新しい生活基盤・雇用

機会を求める人骨が多数輩出したのに対し，他地方では

それがみられなかった。これがココア導入の遅速を決定

した主婆因だと考えたわけである。しかし筆者l丸ペ

リーが簡単に指摘するだけにとどめている交通網の発達

度ふココア導入時期に地域的差異をもたらした重要な

要因だと考える。ココア較第がイパダンとアベオクタ地

方で最初に拡大したことが，鉄道の建設や自動車道の建

設と無関係とは考えられなL、からである（第7図参照〉

（さ3j。

ココア；ま輸出作物であるので，各地域にとって，その地

域と西部十イジエリア最大の輸出港である号ゴスとの伺

にどのよろな輸送手段を確保しているかという点が，コ

コア導入iニ際L少なからぬ意味をもってくる。この点で

イパダン地方；土庁ンド地方；こ比べ相対的iこココア栽培に

対して有利な立特にあったといえる。鉄道は1896年にラ

ゴス近郊から建設がはじまり， 1898ffまでに；主アベ才ク

タまで完成し，その後ノZダンの町をi通り 1909年iこはうゴ

スから307マイル離れた内律背IIのジエツノ，(Jel〕ba）まで延

第7図

。

fJ: J日J，よ 7f臼iV1j；往路の，i::l;t (1920年以前）

ノ uリン
ρ 

オショクボ

100km 
2』d， 

幽 J ;' ¥ 

，・．
オー -, r、r'

蜘叩…… \';,r.~11,.i~担a

(ll＼所） Berry, S. 氏、 Cocoain lVestern Nigeria, 

1890-1940; a ,<;tud：γ of an bmm..’ation in a 
De-ueloping Economyら Univ.of Michigan, Ph 

D. diss., 19付7,p. 19らおよび rvtcf'hee, A., Thc 

Economic Rどドolutionin British iv出tペfrica,
2nd ed., London, Frank Ca出， 1971,p. 116より

作成。
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びている（McPhee 1971, p. 110）。イパダンーラゴス聞は

1901年に完成し，少なくとも1900年伐の前半には十分利

用されていたと考えられる。残念ながら鉄道によるココ

ア輸送量は1924年以前については統計がないので， 1900

年代および10年代の前半にはどれほどこの鉄道がココア

の輸送に利用されたかはわからない。わずかに利用でき

る1924/25～1929/30年の統計（Ekundare 1973, p. 138) 

をみると，この期間ココア翰出量が7万トン以下であっ

たのに対し，鉄道によるココア輸送量は2.7～3.4万トン

であった。実に全輸出量の半分近く，時にはそれ以上が

鉄道輸送によってラゴスまで運搬されたということにな

る。この1920年代後半の統計結果からの類推が許される

とすれば，鉄道によるココア輸送は1910年代も相当さか

んであったと考えることができょう。そして，さらにこ

のことがイパダン地方におけるココア栽培の拡大に大き

なプラスの効果をもったこともまた十分考えうることで

あるといえよう。

鉄道ばかりでなく自動車道路の獲儀に関しでもイパダ

ンは他地域に比べ進んでいた。 1900生手ごろには貨物自動

車が自由に通行できる道路が南部ナイジエリアで総延長

54.，イルしかなかったが，このうち10＂＜＇イ Iレはイノfダン

の町の周辺にあり， 34＂＜＇イルは 1905年に完成したイパダ

ンーオヨ問の自動車道路であった（McPhee1971, p, 116) 

（第7図参照）。このこともイパダン地方のココア栽培の

先進性と関係があるといえよう（Ekundare 1973, p. 8）。

ところで，ココア導入に関してはキリスト教宣教師の

福音に伴うココア栽培焚励の効果も無視できない。 Eで

も述べたとおりココア導入の岬端を担った人々の中には

ヨーロッパ人宣教師（誼4）が含まれているL，さらに初期

ココア栽培農民の中にはキザスト教改宗者が多かったか

らである。たとえば，ペリーが行なった聴取調査によれ

ば，イパダンの近郊農村31カ村のうち， 2カ村ではヨー

ロッパ人宣教師（ThomasHarding）がココアの木を持ち

込んだのがココア栽培の始まりだと言われており， 14カ

村ではキリスト教徒あるいはキリスト教改宗者がココア

を持ち込んだのが最初だという結果が示されてャる。さ

らにこの他にも 2 カ村ではキリスト教徒のグループ＂ii'• コ

コア栽培を行なったのが最初だとし、う報告もなされてい

る。実に調査された31カ村の半数以上の村で，宣教師な

いしキリスト教徒がココアの最初め導入に隣与していた

ということである。しかしながらココア栽培開始時期の

早い遅いが，キリスト教の浸透度合と相関関係があると

決め込むには少し無理な点がある。キリスト教の布教が

64 

最も早〈進展してU、たのがイパダンであり，最も遅れて

いたのがオンドであるとャったことが言えないからであ

る（Be町 1975,pp. 42-49）。オンドでも1900年以前か

らフィリップス（Phillips）とし、う牧師が，コーヒーやコ

コアの栽培奨励を熱心に行なっていた（Berry 1975, pp, 

40-45）。しかしどういうわけか， 1920年代までオンドで

はココア栽培は進展せず，エキティ（Ekiti）でも1930年

代：こ入るまでココア栽培は拡大しなかった。

オンドにいた上記の牧師のココア栽培奨励に応じたの

はむしろオンドの北にあるイレシャ（Ilesha）の失業戦土

たちであったという。したがって，ココア栽培開始がイ

パダンとイレシャで早くオンドで遅かった原！§は，キリ

スト教の浸透度合以外にみつけた方がよいということに

なる。キリスト教宣教師によるココア栽培奨励や，キリ

スト教徒によるココア栽培の開始が，各地域におけるコ

コア栽培の普及に果たした役割は少なくないものがあっ

たにもかかわらず，それが地域的なココア栽培普及時期

の遅速を決定する主要因であったとは考えられないとい

うことである（注5）。

以上の点を要約すると，イパダン地方で阜くココアが

導入されオンド地方でそれが遅かった主要因は，一つに

はペリーが指摘したヨルパ戦争の終駕をきっかけとして

生じたイパダンとオンド両地方における経済環境の相違

であり，もう一つは交通網の発展度の相違にあったとい

えよう。

(it 1) ヨルハランドとは，西部ナイジエリアで最

大の人口を誇るヨルバ族が街住L六日、る地域を指す。

Jl{I＇｛！［な範匿を示すことはできちいか，おおよそ間部州

全体とそのすぐ北の Ilorin県を会仁 (Adejuyigbe 

1968）。

（注2) ここでいう16年戦争とは， ヨノレバランド全

土におよぶ主権を確立しようとするイバダンと，これ

を芳ら号エキティ（Ekiti）との聞で1877年に火ぶたがレJ

られ，イギリスの立ち会いのもとで友好条約が締結さ

れる1893年まで，断続的に繰りひろげられた諸国間の

戦ぜ三総称している（Ajayi1974，開。 163-166）。

（注3) McPhee (1971)は，ナイジヱザアの1890年

代を，三つのRの実現という必現で特徴づけている。

英潟による統治（Ruleof British）と Rossの医学上の

業用車，そして三つめはここでとりあげる鉄道建設

(Railway Construction）である（McPhee1971, P. xi）。

（注4) 宣教師はキリスト教の布教と同時に“co£-

fee, cocoa, cotton and work，，と言いつつ換金作物の
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用地であってもU守、し，新開地であってもよい。ココア

の畑を作ったりココアの高木を植えたりする時に必要な

迫力日的労働力は，自家労働力であヮてもよいし，雇用労

働力であってもよい。いずれにしろ新しい土地と追加的

労働力が必要であった（注1）。さらにココア栽培に乗り出

そうとする者は，少なくともココア栽培に関する諸情

報（土地の良し悪し，栽培方法）を得ているか，実際に栽

培の経験をもっている事が必要である。したがって，コ

コア栽培農民の多くは，もともと農業を営んでいた農民

かあるいはココア畑で働いたことのある農業賃労働者が

多ヤことが予想される。第6表に示したのは，イパダン

(31カ村）とオンド（19カ村〉地方における聴取調査結

果（Be町 1975,p. 75）である。それは初期ココア栽培

農民のココア栽培以前の職業を調べたものである。イパ

ダン地方では74%のものがもともと農業を営んでいた者

で占められている。次いで多いのはEで述べた歴史的事

実を裏付ける戦土と狩猟民であった。イパダン地方では

ココア農民の多くはもともとの農民（ただし自給的性格

の強い食糧作物生産農民〕であったと考えられる。これ

に対Lオンド地方での調査結果は著しい違いを示してい

る。後でも述べるが，商人や職人からの転職者が多いの

である。地域によっては必ずしも食糧生産農民がココア

農民になる形が一般的だとは言えないということであ

る。

イパダン地方におけるココア農民のもう一つの特徴

は，彼らがほとんど地元民から成っているという点であ

る（Berry 1974, p. 93）。つまりもともとイパダン地方

で食糧什物生産を営んでいた農民がココア生産に乗り出

,f~桝も説いてまれっていた。 Charles Phillips牧師の

ll記（1895年）にも“畑仕事を始めよう。そしてパー

ム油をfrりコーヒーとココアを賄えよう”としきりに

異民にお（）めてL、たことが記されているという (Berrγ 

1975, pp. 41」 42）。

Cit 5) このこ土をどう説明すればよいのか今のと
4ろ筆者にはよくわからなL、。ナイシヱりアの初期コ

コア農民の •-fii＝ヰリスト教徒が多かったという事実

は，キリスト教徒がココア栽熔に積磁的であったから

であると考えるべきなのか，あるいはココア栽培に乗

り出し た農民や失業戦士たちが，他の人々よりも容易

に新しい宗教であろキリスト教を受け入れる経済社会

的背；；tをもっていた結果であると考えるべきなのか，

基本的な点で説明ができないからである。ホプキンス

(Hopkins 1975, pp. 221-222）は， イスヲム教の一分

派である Mouridesがセ平ガノレの格イヒゴ政府農民の「HJ

に急速に勢力を拡大した事実をあげて，新u、経済環
境の方が新しいイデオロギーを必要としたのだと述べ

ている。これは興味深い指摘であるが，ここで問題に

している例にもJ歯周（うるものかどうかはわからな

L、。今後のT主要な研究課題の つである。

IV ココア栽培農民の生成

ココア栽培開始のごく初期におけるココア農民の生成

については皿でふれたが，ここでは，ココアcf.¥Ji音が本格

化し急速にその栽培地面積を拡大する時期におけるココ

ア栽培農民の生成について述べる。このことは現在のコ

コアベルトの形成過程を，ココア農民の生成過程を通じ

て明らかにすることでもある。

ここではイパダンとオンド地方をとりあげる。両地域

とも現在はココアベルトの核心部をなしているが，イパ

ダン地方はココアベルト内の先発地域の例として，また

1930年代のココア生産急増の基礎をなした地域の例とし

てあげる。一方のオンド地方は，ココアベルト内の後発

地域の例として，また1940年代後半から1950年代前半ま

での聞のココア生産増大を支えた地域の例として取りあ

げる（前出第4～5図参照）。

1 先発ココア栽培地畿の例（イパダン地方）

ココア栽培を新しく始めるための必要条件としては，

そのための土地と，追加的な労働力と，少なくともココア

が成熟して生産物を生産できるようになるまでの問（約

7年間〕の生活手段の三つがそろっていなければならな

い。ココアを棟える新しい土地は，食糧作物畑からの転

5喜6表 初期ココア農民のココア栽培開始
以前の職業
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（出所） Berry, S. S., Cocoa, Custum and Socio-

economic Change in Rural Western Nigeria, 

Oxford, Clarendon press, 1975, p. 73. 

（注） 1人の人が必ずしも一つの職業に限られるわ
けではないので，各職業の人数を総計したものは

聴取人数よりも多くなっている。
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したということである。イパダン地方では，土地は父系

親族集団であるイディレ（idile）が保有し（匙2｝，その集団

内の各成人男子構成員は，用益権のみを有するにすぎな

かった。他地域から来たよそ者（alejo）もこのイディレの

許可が得られさえすれば，畑の用益権を得ることができ

た。しかし，実際には，よそ者＝非地元民に対する土地

用益権の賦与は，通常食糧作物生産の場合に対してのみ

行なわれ，ココアのような樹木作物の栽培は禁止される

ことが多かった（注3）。このため地元民以外の者でココア

栽培に乗り出す者は少なかった。

このような土地保有制度上の制約の他にも，イパダン

地方でよそ者がココア栽培に乗り出せなかった理由があ

る。それはとの地域の高い人口密度と関連する土地不足

の問題である。イパダン地方ではココア導入前から食糧

作物畑が広くイパダンの町の周辺に拡がっており，新た

にココアを作付けするための未墾地が少なかった。よそ

者に対して新たに農業用地を提供できるほどの余裕はな

かったと考えられるのである。 Adejuwon(1972）によれ

ば，イパダンの地元農民によるココア熔作りも，植民地

前にすでに食糧畑として開かれていた土地ではあまり行

なわれず，すぐにその外側の土地（outerzone）にココア

畑は拡大していったという。植民地前にすでに開かれ

ていた食糧作物栽培畑は，長年にわたる集約的な土地利

用によって地力が衰えていたためにココア栽培には不適

な土地となってしまっていたからである。イパダン地方

で植民地化以降にできた数多くの村々は，この OU飴r

zoneへの耕地の拡大に伴う農業開拓村である（Adejuwon

1971）と言われている。したがってイパダンの町の郊外

にあるこれら農業開拓村はイパダンの町の局辺部の土地

不足を傍証するものであるといえる。

ところでこれらの新しくできた村はあくまで畑作りの

ための基地であり，本当の家は相変わらず植民地前から

の居住地〔イパダンなどのhometown）においであると

いう状態であった。西部ナイジエリアのヨルパランド内

の都市が，特にヨルパ苧ウン（注4）と時ばれておりナイジ

エリア圏内の他地域にみられる都市とは携撲の点でも分

布密度の点でも異なるのは，このよらなヨルパランドに

おける農村開拓の歴史と関係がある。イパダンの匝Tに｛主

む成人男子で何らかの職をもっている者のうち34%の者

は，町から25マイル以上離れた所に畑をもっている農民

である（Adejuwon1971, p. 2）という。また大都市イパ

ダン（人口74万5000人一1952年〉の成人男子の21.6%は

農業を営んでいる（Mabogunje1968, p. 221）とも言わ
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れている。

つまり．イパダンの町の治j辺部は，（イ）植民地政府の介

入による和平の訪れで農村部での安全が確保されたこと

(Pax Britannica）と，（ロ）魅力ある換金作物であるココア

が導入されたことの2点によって急速に耕地の拡大が進

んだ地域性5）だといえよう。しかもこの場合，町の周辺

部へ進出したのはイパダンの町に住む農民が多かったの

である。なかにはイパダン北部のたとえばエデ（Ede）や

オファ（Ofa）から移住してきた者もし、たが，その数は少

なかったc イパダン地方におけるココア栽培地拡大は，

主として地元農民によるイパダンの町の郊外跨拓によっ

て実現されたといえよう。

2. 後発ココア栽培地域の例（オンド地方）

ココア栽培の後発地域であるオンド地方では，イパダ

ン地方におけるココア栽培の発展過程とは違うパターン

がみられた。オンド地方の特徴は，すでに述べたように

イパダン地方と比べてココア農民の中lこ占める商人や職

人からの転職の比率が高いこと（逆に食混生産農島→コ

コア農民の比率が低い〉がま子あげられるつさらにオン

ド地方におけるココア生産の発J震につャて述べる際に忘

れてならないのは，この地方でゴコア矧1が急速に拡大し

た時期は，世界的にココア価格が下落ないし低迷してい

た時期であるという事実である〔前出第6図参照）。イ

パダン地方でココア畑が急速に拡大したのは1930年代以

前であり，この時はココアの買上げ価格も高かった。こ

れに対し‘オンド地方でココア畑がさかんに作られたの

は，すでにふれたように1930年代‘ 40年代である（第5

間参剤、〉。これはココア価格が世界的iこ下蕗していた時

期と一致する。

全ずココア農民の中に占める非幾業部門からの転職者

の比率がオンド地方で高い点について、注目したい。この

ことは，オンド地方がココア栽培の後発地域であること

と大いに関係している。というのは，オンド地方では，

オンドの地元農民がココア栽培に乗り出す以前に，イパ

グシやその北部の地域（北部ヨルベ弓二 jご〉から新しい

土地を求めてやってきた移住幾討がココア栽培を隣始し

たと汚えられる。北部ヨルパランドにL、た者の一部は商

人iこなろうとして南部の都市Aへ/J＼かけたが，そこでココ

ア農民が成功しているのを凡で，日分もココア栽培に乗

り出したといわれているからである（Beηy1975, p. 67）。

すでに新しく開墾できる土地が少なくなってきていたイ

パダン地方とは対象的に， 1930年代にはまだオンド地方

やイフェ地区は人口密度も低く，広い宋利用地が存在し
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ていた。ベリーの調査によれば，イフェ地区の20カ村のう

ち7カ村がイパダンとエグパ（Egba）出身者の村であり，

これらの村はすべて1940～50年代につくられたという。

また，イフェの村の上記20カ村のうち19カ村と，オンド

地方の5カ村の村すべてにおいてオシュン地方（Oshun

Division）やクワラ州（Kw丘raState）などの北部ヨfレパラ

ンド出身者が住んでいたという（Berη1975,pp. 69-

70）。オンド地方のココア農民の中に非農業部門からの

転職者が多いのは，このようなココア農民の形成過程が

反映していると考えられる。オンド地方ではイパダン地

方でみられた土地用益権上の規制（樹木作物栽培の禁止〉

が弱かった点も，他地域からの移住者の流入に好都合で

あった。

イパダンや北部ヨルパランドから移住してきた農民た

ちは多くの場合賦役なしで，イシャギ（ishagi）と呼ばれ

る一時的な贈り物とイシャコレ（ishakolのと呼ばれる毎

年の貢納の支払いだけを条件にオンドの壬（Oshemawe)

やその代理人としてのオロジャ（qlqja）から土地用益権の

許可を受けた（注6）。そして彼らは新しいココア畑を開く

場合に，地元のオンドの人に依存することなく，出身地

を同じ〈する同郷人や友人の協力を得ることができた。

その後ココア栽培が軌道に乗ると，この移住ココア農民

は彼の出身地から来た新参者の苦手術墓地として，家・食

事の提供はもとより各種の情報t与える隠郷者同士で作
るネットワークのー拠点の役割合担った。そして自分の

畑で無償ないしごく安い手間賃で働いてくれた同郷者が

新しいココア畑を作り独立する場合には，地主との仲介

をしてやり，ココアの苗木を与え，労働力の提供も行な

った。ペリーが非経済的諸集団（non-economicinstitu-

tions）と呼んだところの血縁団体や同一部族内での相：互

扶助や情報網の活用によるココア栽務地の拡大である。

こうしてオンド地方では，大した蓄積もない者がココア

畑を作ることができ，コュγ栽培農民となることができ

たのである。

次に最初に述べたオニド地方の特徴の第2点自につい

て考えてみたい。それは， 1930,40年代にココアの買上

げ価格が低落していたにもかかわらずオンド地方でココ

アの新規権付けが減少しなかった理由に関してである。

実はこの点もオンド地方のココア栽培の後発性と関係が

あると考えられる。

「はじめに」でみたように，輸出入の競模はもとより

政府歳入まで輸出農産物に強く依作してし、たナイジェり

アでは，この1930年代40年代の差量産物価格の低落傾向は
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ナイジエリアの経済全般にわたって非常に深刻な影響を

与えた。多くの小規模商人は失業したり収入の減少を経

験し，また多くの政府関係職員が一日寺的；こせよ解雇され

るとし寸状況だった。そしてこの持農村への逆戻り現象

(hack to the land）がみられたという。これと同様の現

象がココアベルトでもみられ，ココア価格やパームオイ

ル1価格の下落に伴って，ココア栽務農民も食糧作物生産
に力を入れ始めた。食糧作物の自給率を上げる方向に逆

戻りしたのである（注7）。との結果，ココアベルトへ食糧

を供給していた北部ヨルパランド（この地域は雨量が少

ないのでココア栽培ができなしつでは，唯一の現金収入

源である食糧作物のココアベルトへの移出量が急速に減

孔ココアベルト以上の不況を経験することになった。

同じように現金収入の機会が減ったと言ってもまだしも

ココア殺熔の方が食糧作物栽踏の場合よりも状況がよか

たa 工のためこの不況期に北部ヨルパラン iごからオン

ド地方へ多くの農民が移住してきたのである。この場合

移住農民がイパダン地方へは行かずオンド地方に向った

のは，前述したいくつかの理由から当然であった。こう

して世界的にココア価格が低迷しているちょうどその時

にオンド地方ではココア作付地面積が急速に拡大し，ナ

イジιエリアのココアベルトのもう一つの拠点となったの

である。

ーの19:ciot下代， 40年代にみられるココア栽培地域の東

方への移動に関しては，上記の社会経済的要因の他，気

候の変動による影響も鱗見できない。第7表に示したの

は各10年間ごとのイパダンにおける年平均降水量の変化

である。 1935年以降の雨量がそれ以前に比べ少ないこと

がわかる。この1935年以降の降水量の減少が，雨量の点

でココア栽培の限界地に近し、ィパダン地方でのココア栽

熊地の拡大にブレーキをかけ，これが相対的に年降水量

♂〕多ヤオン！ご地方へのココア栽培農民の移動jを促した

（人dejuwon 1972）と考えられる（（注5）を参照）。

第7袋 イバダンにおける年 ffJI：差木却の推移

1905～14 
1915～24 
1925～34 
1935～44 
1945～54 

（.~佼・インチ〉

各10力作の：平J!J

46.3 
53.4 
51.2 
44.6 
45.0 

（けl1W) Adejuwon, 0., ＇‘Agricultural Areal Dif-
ferentiation in the Cocoa Producing Areas of 

'Western Nigeria," The Journal of Tro戸cal

Geogrゆhy,Vol. 35 (1972), p. 7. 
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以上の点から，オンド地方では，気候がココア栽培に

適していたことの他に，未利用地が豊富に存在していた

こと，借用地における樹木栽培規制が弱かったこと等が

幸いして，急速にココア栽培が進展したということが言

えよう。そしてこのココア栽培を担った主体は，イパダ

ンでみられたような地元民ではなく，むLろイパゲンや

その北の北部ヨルパランド地域から移住してきた人々で

あったとャら点で，先発地域であるイパダンの伊iとは大

きく違ってヤた。

（注 1) ココア生産榊大に際して必要きとなる新しし泊

土地と追加的労働力が，はたしてどのような方法で開

発・利用されてきたのかという点は，経済学上重要な

問題となっている。一般的には土地の余剰と遊休労働

力の存在を前提とした“西アフリカ小農輸出経済論”

（ミント 1972）で説明されているが， この点は伝統

的な耕作方法の枠内での農業生産性憎大を考慮に入れ

て再検討する必要がある（島田 1976）。

（注2〕 イパダンの田Jは， オヨ帝霞（Oyoempire) 

の成立によって He弘Egba,ljebu等の土地から逃れて

きた避難民と戦士たちによって1s:m守に作られた比較

的新しい田Iである。ヨルパランドにある他の諸都市の

ように Ile-Heに起源を発する王家のf係Oniは初め

からイパダンの町には存在しなかった。これが土地保

有制度にも影響を与えている（Berry 1975, pp. 16-17; 

Mabogunje 1968, pp. 186-191〕。

（注3〕 借地畑に樹木作物（treecrops）を植えるこ

とは，多くの地域で委主止ないし垂らわれている。一般

にナイジエリアの伝統的土地保令制度におし、ては土地

保有権とは独立に樹木所有権がおめられている（島HI

1975〕。借地側の農民が｛昔地焔にココアを怯え付ける

ということは，少なくともその木が成熟 L－－－定の生産

をあげるまでは（少なくとも10年以上〕その土地の用

益権は確保したいということを意味している。このこ

とを容認すると，ずっと速い将来，借地側の農民が，

ココアの木の所有権はもちろん，畑の保有権も自分に

帰属するものと言いHIしかねないという危棋が，熔を

貸す側の農民には’itにあるの

（注4) ヨノレパランド11，人il省度そのものからふ

えば，東部ナイジ，c ＇） アやカーナ治｝宇都よりも低L、。

にもかかわらず人口 5万人以上（10万人以上としても

同じ〕の都市の分布密度を比較すると， ヨノレパランド

はアフリカ大陸でとぴ抜けて高し、。ヨノレパ族の人々が

7～10世紀の聞に北東方面からこの地に移住してきた
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とき，：，防衛の必要があ円プニニとがニのような都市分

布の令i京闘をlitLているという（Maho日unje19従I,

pp. 74-79）。 4,, ＇とも本文でも述べているような， n1; 

,tiと奥村問の階層的な結びつきも， ヨノレノJタウンの形

成に）正予な影響を与えたことはまちがL、ない。

(it 5) ？コア畑はイパダン郊外でも雨東部でより

多く作 r',/I，北東部ではそれが少なかった。こ jlには

雨量；が関係［ている。イバダンの田了では北東一南西方

向lこ等海水量線が走っており，北西部のガは雨量が少

な、、。イパダンの町の年平均j海水量l土48インチであり

乾季は3カ月以上ある。これはココア栽績の限界地と

考えられている（Adejuwon1972, p_ 7）（第7表参照〉。

（注6) Oshemawe は， ヨノレパ族の共通ネll先である

Odudumaに系譜をたどることができるオンドの2正

(Oba of Ondo）である。彼はオンドの中心都市 Ode-

Ondoに住んでおり，この Ode-Ondoの近郊にある中

小の町々には，もともとこの地主¥XIコ、t：伝統的な統治

者f：ち 9l9jaが3人いる。オン下地方の領有権を持っ

ているのは Oshemaweであり， 9l9jafこちはもともと

地元良であるにもかかわらず鈎白権：土持っていない

(Lloyd 1962, pp. 99-100; Berry 1975, p. 20）。

en. 1) ココア農民といえどもけっして食糧作物生
産をやめてココア栽培に特化したわけではない。労働

時間の配分の点から言っても，土地利用面積比から言

ってもいまだに食糧作物生産はココア農民にとって大

きな比重を占めている。したがって労働の投下最を，

一コ 7't,l;培から食糧作物イUlt：：移動させることはよく

ゑる。参考のためにここにココアヘルト内の 187農家

調査の結果を示しておこう。

投下労働時照（時間／豊島家あたり年明〕

農 業 ｜ゑ円工業7品業｜家事｜そらゐ｜お計
2,006 I 1.1201 596 1.532. 3071 5,561 

〈ココア栽情 774〕｜ I i I 
（食糧作物生産し232)I l I 

（出所〉 Galletti et al., Nigerian Cocoa Farmers; an Eco・ 
nom1c Survey of Yoruba Cocoa Fa門別ngFamilies, 
London, Oxford Univ. Press. 1956, p. 299の第130表より
作成。

まとめにかえて

以じ＋イジエリアが世界第2｛立のココア輸出国にな

るまでの発展過程を，主として栽培地域の拡大とココア

栽培農民の生成という 2側面からあとづけてみた。

ココアは1870年代にナイジエリアにもたらされたと考

えられる。その導入後の伝僚は各地域にわたり一様だっ
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たわけではなく，ごく初期の導入時期から地域ごとに差

異がみられた。ココアベルト内でも西部のイパダン地方

の方が初期の導入が早く，東部のオンド地方と10～15年

の差があった。このイパダン地方でココア栽培の導入が

早かった原因はまだ必ずしも明らかにされているわけで

はなし、。小論では Berry(1975）の説に依拠しつつ，そ

れが原因とするヨルパ戦争の終鴬の他に，交通鰐の発達

度も関係しているものと考えておいた。

また，ココア栽培の本格的な展開時期にもイバダ、ンと

オンドで10年以上の差があり，これがココア栽培農民の

生成の点で大きな違いを生じさせているー原因であるこ

とも示した。イバダン地方では主として地元のイパダン

の農民がココア生産に乗り出したと考えられるのに対

し，オンド地方では北部ヨルパランドやイパダン地方か

らの移住農民がココア栽培を行なうようになったと考え

られる。このような差異を生じた背景として，ココア栽

培開始時期の差異はもちろんのこと，土地保有制度や人

口密度の違い，それに気候条件の違い等を指摘しておい

た。このようなココア栽培地域の東方への拡大（イパダ

ン地方からオンド地方へ）と，それと同時に進行した新

しい形のココア栽培農民の形成（＝オンド地方でみられ

た移住ココア栽培農民〉とに支えられて，十イジエリア

のココア生産はほぼ順調に増大してきたとし、うことであ

る。第7表をみるとわかるように，ナイジエリアのココ

ア生産は1940年代前半の一時期（ココア質上（f＇，価格が低

落し，ココアの木に各種の病気が流行した時期〉を除い

て，ほぼ順調に増大してきている。

ところで最後に明示しておかなければならなャこと

は，イパゲン地域のココア栽培農民であれオンド地方の

それであれ，彼らはけっして食糧作物生産を放棄してし

まったココアモノカルチャー農民ではないという点であ

る。第W節の（注7）でも示したように，ココア農民といえ

ども労働力配分や土地利用の点からみると，食糧作物生

産の基礎の上にココア栽培を行なっている小農であると

いえるα したがって本来ならば，ココア差是民の生成過程

は，主として食糧作物生産のみを行なっていた農民がコ

コア栽培に乗り出していく過程として抱えるべきであっ

たとさえいえる。つまりナイジエリアの小差是が換金作物

であるココアを農業経営の中に取り込んでいく過程を，

食糧生産を軸にして画き直す必裂があるということであ

る。との点は今後の課題とし，米だによく解明されてい

ないナイジエリアの食糧生産の実態を明らかにしていく

なかで同時に明らかにしていきたい。
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